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　平成２４年第３回雲仙市議会定例会は、９月６

日～２７日の日程で開催されました。

　平成２４年度一般会計や国保特別会計などの

補正予算案、議員定数条例案などが審議されま

した。主な内容について紹介します。

◇新規就農総合支援事業
事業目的：青年新規就農者を大幅に増加させるために、経営が不安定な就農直後

（5年以内）に青年就農給付金（経営開始型）を交付する。

●事業（補正）の内容

・青年就農給付金（経営開始型）

 　個人…年間150万円／人

 　夫婦…年間225万円／組

・今回補正額

 　17人×150万円＝2,550万円

  　5組×225万円＝1,125万円

　 合　　　計　  3,675万円

◇地域介護・福祉空間整備事業

事業目的：地域における介護施設等の
　　　　　整備事業を推進する。

第３回定例会の
概要について

●地域介護・福祉空間整備事業費補助金

施設の種類 サービス内容 予算額

①

②

地域密着型介護老人福祉施設
（１施設、入所定員29床）

小規模多機能型居宅介護施設
（１施設、宿泊定員９床）

重度の要介護者の施設入所
サービス

通いを中心に訪問や泊りを
組み合わせた通所サービス

１億1,600万円

3,000万円

2,158万４千円

１億6,758万４千円

施設開設準備経費助成特別対策事業補助金（上記２施設分）

合　　計
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◇農地等災害復旧事業

◇繰上償還元金（新規）

事業目的：梅雨前線豪雨により被災した農地や農業用施設の速やかな復旧を行う。

事業目的：民間金融機関から過去に借り入れた市の地方債（借金）を繰り上げて償還（返済）
　　　　　し、後年度の負担を軽くする。

●事業費

●事業（補正）の内容

●事業（補正）の内容
　地方債元金繰上償還金　　９億9,696万２千円
　※内訳　銀行等より13件の借入

（補助事業）

（単独事業）

種　別

種　別
農　道

農　地

水　路
合　計

合　計
農業用施設

箇所数

箇所数

22
16
38

5
4
9

町　別

町　別

瑞穂４、吾妻６、千々石２、小浜２、南串山８

瑞穂２、千々石１、小浜１、南串山１

国見２、瑞穂６、吾妻１、小浜２、南串山5

瑞穂１、吾妻１、小浜２

補正前予算額 今回補正額 補正後予算額
975万４千円 7,246万３千円 8,221万７千円

国見町久山地区（道路） 南串山町大樋向西地区（畑）
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雲仙市議会議員定数条例を可決

【議員定数５人を削減】

◇　雲仙市議員定数の経緯
●合併前（７町）　　：　町議会議員　　　98人

●雲仙市（1期目）　：　市議会議員　　　30人

●雲仙市（２期目）　：　市議会議員　　　26人

※１期目・２期目は合併協議会で定数を定め告示

●雲仙市（３期目）　：　市議会議員　　　21人

※次回選挙から雲仙市議会議員定数条例適用

　雲仙市議会は昨年12月定例会において、議会活性化特
別委員会を設置し、調査項目の中で議員定数の見直しに
着手し、合併後議員定数見直しをした先進地及び県内各
市の調査研究をもとに慎重審議の結果、委員会では５人
削減案を大多数の賛成で可決し、議会活性化特別委員
長発議による議員定数条例制定案が本会議に提出され
可決した。
　定数条例の制定により、次回（来年秋予定）の一般選挙
から新定数の21人が適用される。

　雲仙市議会は昨年12月定例会において、議会活性化特
別委員会を設置し、調査項目の中で議員定数の見直しに
着手し、合併後議員定数見直しをした先進地及び県内各
市の調査研究をもとに慎重審議の結果、委員会では５人
削減案を大多数の賛成で可決し、議会活性化特別委員
長発議による議員定数条例制定案が本会議に提出され
可決した。
　定数条例の制定により、次回（来年秋予定）の一般選挙
から新定数の21人が適用される。
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◆発議第７号　雲仙市議会議員定数条例の制定について　【可　決】

　以前の地方自治法では人口５万人未満の市では上限26人と決めてあり、これは理論的にも経験

則上も根拠があったものと思われます。現在の雲仙市議の定数は26人であり、これをあえて21人に

するには明確な理由が必要だと思いますが、現時点ではそれが示されていません。他市の視察もし

ましたが、どこも「近隣の市が減らすからうちも減らす」というものでした。今回の提案理由の一つは

厳しい財政状況の問題だと思いますが、議会費が一般会計歳出に占める割合は1.1％であり、決し

て大きなものではありません。どうしても財政状況をいうのであれば、定数よりも議員報酬の削減で対

応するべきです。職員も減らすのだから議員も減らすべきであるという考えもあるようですが、議員と

職員とではまったく性格が異なります。議員には住民の代表として行政をしっかり監視するという役

割があります。これを削ることは住民の目、耳、口をふさぎ、手足を弱めることであって民意が反映さ

れにくくなり、行政調査権、監督権などの議会の権限の弱体化につながります。仕事をしない議員は

いらないという意見もあります。この指摘は率直に受け止めなければなりません。しかし、議員は４年

ごとに選挙という市民の審判を受けなければなりませんし、議員をやめさせるリコールなどの制度も

あります。定数削減の前にこういう制度の活用もあるのではないでしょうか。　　　　（上田篤議員）

　本条例の制定は、雲仙市議会議員の定数、現在26人を５人削減し、次回一般選挙から市議会

議員の定数を21人とするものであります。

　雲仙市の厳しい財政状況の中、長期財政見通しで普通交付税の特例措置がなくなる平成33年

度以降は、現在と比較すると単年度で約40億円が削減となります。このため平成24年度から平成

28年度までの中期財政計画期間において、これまで以上の行政コストの削減と，計画的な予算縮

減を進めるとともに、将来の財政負担を減らすための市債の繰り上げ償還や財源不足に備えた財

政調整基金の積立が必要であります。

　議員定数の見直しについては、雲仙市議会１期目に自治会連合会代表と議会との意見交換が

あり、２期目においても議長あてに文書で議員定数見直しの要望がなされています。雲仙市議会で

は、昨年の12月定例会で議会活性化特別委員会を設置し、協議を重ねた結果、大多数の賛成によ

り可決であります。雲仙市の広範囲における議員活動の必要性からの急激な議員削減の防止、近

隣自治体の議員定数及び雲仙市の財政縮減等を考慮すると、現時点においては、的確な議員定

数であることを確信し、本議案に賛成するものであります。　　　　　　　　　（浦川康二議員）

反　対　討　論

賛　成　討　論
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平成24年第３回雲仙市議会定例会　議決結果
　                                  　　　　                                    　　　　　　　　　 

　発議 第７号　　雲仙市議会議員定数条例の制定について　　　　　　　　　　                              原案可決

　諮問 第８号　　人権擁護委員候補者の推薦について            　 　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第58 号　　県央県南広域環境組合規約の一部を変更する規約について            　　 　　　　　　原案可決

　議案第 59 号　　雲仙市水道事業の剰余金の処分等に関する条例の制定について　　　　　　　　　　　原案可決

　　議案第60 号　　平成24年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案について  　 　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第 61 号　　平成24年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案について 　　　　　　　原案可決

　議案第 62 号　　市道路線の廃止について   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　陳情第 ８ 号　　拉致問題の早期解決を求める意見書採択の陳情書　 　　　　　　　　　　　　　　　採　　択

　発議第 ８ 号　　拉致問題の早期解決を求める意見書について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　発議第９ 号　　合併後の新市町への財政支援策の充実強化を求める意見書について 　　　　　　　　原案可決

　発議第 10 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　発議第 11 号　　　                                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 原案可決

　発議第12 号　　自治体における防災・減災のための事業に対する国の財政支援を求める意見書について　　原案可決                         

議案番号　　　　　　　　　　　　事　　　　　　　　件　　　　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　 議決結果

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書
について
諫早湾干拓事業の潮受堤防排水門の開門に向けた国の準備（公共測量実施）に抗議
する決議について

賛　否　表

雲仙市議会議員定数条例の

制定について

諫早湾干拓事業の潮受堤防
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拉致問題早期解決を求める意見書

（要旨）
　拉致問題はわが国に対する重大な主権侵
害であり、かつ許しがたい人権侵害であること
は言うまでもない。政府は、全精力を傾けて全
ての拉致問題が早期解決できるよう強く要望
する。

【提出先】衆議院議長、参議院議長、
　内閣総理大臣、法務大臣、
　外務大臣、拉致問題担当大臣

合併後の新市への財政支援策の
充実強化を求める意見書

（要旨）
　合併市町においては、合併したことによる新
たな住民ニーズの発生や地理的要因に起因
する課題等、特別の経費が生じていることか
ら、今後も安定的な財政運営が継続できるよう
、合併算定替に替わる新たな財政支援措置
を講じるよう強く要望する。

【提出先】衆議院議長、参議院議長、
　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣

諫早湾干拓事業の潮受堤防排水
門の開門に向けた国の準備（公共
測量実施）に抗議する決議

（要旨）
　国は一方的に開門ありきの姿勢で手順を進
めており、９月１２日付で、開門準備のための測
量実施に向け、測量法第１４条に基づき、県・
地元に拒否を認めない公共測量として、常時
排水ポンプ等の測量設計に係る基準点・水準
点測量を実施する通知を長崎県に対し行っ
た。国の開門準備に向けた公共測量を即刻
中止するよう強く求める。

【提出先】衆議院議長、参議院議長、
　内閣総理大臣、農林水産大臣、環境大臣
　内閣官房長官、農林水産省九州農政局長

地球温暖化対策に関する「地方財
源を確保・充実する仕組み」の構築
を求める意見書

（要旨）
　二酸化炭素吸収源として最も重要な機能
を有する森林の整備・保全等を推進する市町
村の役割を踏まえ、「地球温暖化対策のため
の税」の一定割合を、森林面積に応じて譲与
する「地方財源を確保・充実する仕組み」を
早急に構築すること。

【提出先】衆議院議長、参議院議長、
　内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、
　国家戦略担当大臣、農林水産大臣、
　環境大臣、経済産業大臣

自治体における防災・減災のための事業に対する国の財政支援を求める意見書

（要旨）
　政府におかれては、地方自治体共通の課題である社会資本の経年劣化対策等の防災・減災の
ための事業について、重点的な予算配分を行い、地方負担額の軽減措置を講じるよう要望する。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、国土交通大臣、農林水産大臣、文部科学大臣

意見書・決議を国へ送付しました
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ス
ス

ト
ア
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。

答
弁　
全
国
規
模
で
、
ほ

ぼ
全
て
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
が
対
象
で
市
内

に
は
16
店
舗
あ
る
。

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を

求
め
る
意
見
書
採
択
の
陳

情
書

　

全
会
一
致
で
採
択
し
、

関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

合
併
後
の
新
市
へ
の
財
政

支
援
策
の
充
実
強
化
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　

交
付
税
が
減
額
さ
れ
、

大
幅
な
財
源
不
足
を
生
じ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
も
安
定

的
な
財
源
運
営
が
継
続
で

き
る
よ
う
に
、
合
併
算
定

替
え
に
替
わ
る
新
た
な
財

政
支
援
措
置
を
講
じ
る
よ

う
、
関
係
省
庁
へ
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
全
会

一
致
で
決
定
し
た
。

※

現
地
調
査
を
実
施

　

小
浜
消
防
署
・
愛
野
分

署
及
び
島
原
消
防
署
北
分

署
を
視
察

　

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
１
件
、陳
情
書
採

択
１
件
を
決
議
し
、
ま
た

意
見
書
１
件
を
決
議
し
ま

し
た
。　
主
な
案
件
の
質
疑

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決　　議

採　　択

原案可決平成24年度一般会計補正予算（第２号）案

拉致問題の早期解決を求める意見書採択の陳情書

合併後の新市への財政支援策の充実強化を求める意見書

審議結果付　　託　　案　　件

総
　
　
務

税務課収納事務

小浜消防署

建替が予定されている島原消防署北分署（国見町）
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県
央
県
南
広
域
環
境
組
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規

約
　

県
央
県
南
広
域
環
境
組

合
の
経
費
の
支
弁
の
方
法
に

つ
い
て
、外
国
人
登
録
法
の
廃

止
及
び
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、所
要
の
整

備
を
図
る
た
め
、関
係
市
と

の
協
議
に
つい
て
議
会
の
議
決

を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

質
疑　
雲
仙
市
に
お
い
て
、外

国
人
登
録
者
は
何
名
か
。

答
弁　
平
成
24
年
度
の
負
担

金
算
定
の
人
数
は
２
８
４
名

で
あ
る
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）案

　

主
な
も
の
と
し
て
、歳
入
で

は
、地
域
介
護・福
祉
空
間
整

備
事
業
費
補
助
金
、歳
出
で

は
地
域
介
護・福
祉
空
間
整

備
事
業
を
新
規
に
計
上
し
た

も
の
。

質
疑　

地
域
介
護・福
祉
空

間
整
備
事
業
の
こ
れ
ま
で
の

経
緯
は
。

答
弁　
雲
仙
市
が
７
月
26
日

に
県
の
内
示
を
受
け
、直
近

の
９
月
定
例
会
に
予
算
を
上

程
し
た
が
、補
助
金
を
活
用

す
る
場
合
、年
度
内
着
工
が

原
則
で
あ
る
た
め
、介
護
施

設
整
備
事
業
を
実
施
す
る

島
原
広
域
圏
組
合
が
、介
護

事
業
者
の
募
集
を
市
の
予
算

化
よ
り
も
早
く
行
っ
た
結
果

と
な
り
、組
合
と
の
日
程
調

整
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

質
疑　

今
回
の
手
続
き
に
つ

い
て
、予
算
化
と
事
業
者
募

集
の
順
序
が
前
後
し
て
い
る

と
い
う
点
に
つい
て
ど
う
考
え

る
か
。

答
弁　
県
の
内
示
を
受
け
て

補
助
事
業
を
並
行
し
た
形
で

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、事
業
者
の
募
集

が
先
行
し
た
こ
と
は
こ
ち
ら

の
不
手
際
で
あ
る
。予
算
化

し
た
後
で
募
集
が
で
き
れ
ば

よ
か
っ
た
が
、県
及
び
組
合
と

の
連
携
を
よ
り
図
る
べ
き
で

あ
っ
た
。

質
疑　

組
合
側
が
介
護
事

業
者
の
募
集
を
雲
仙
市
が
予

算
化
し
た
後
に
行
う
の
が
本

来
の
や
り
方
か
。

答
弁　

介
護
整
備
事
業
と

し
て
は
日
程
の
設
定
に
は
問

題
な
い
が
、補
助
事
業
の
行
程

を
考
え
た
た
め
、今
回
の
よ

う
な
事
案
と
な
っ
た
。

質
疑　

予
算
化
を
先
行
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば

臨
時
議
会
を
開
催
し
て
も
よ

か
っ
た
と
思
う
が
、そ
の
考
え

は
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　
提
案
の
時
期
を
逸
し

た
こ
と
に
つい
て
は
反
省
し
て

い
る
。今
後
は
組
合
と
も
十

分
協
議
を
し
な
が
ら
、早
め

に
対
応
し
た
い
。

質
疑　
児
童
手
当
支
給
費
の

歳
入
・
歳
出
の
補
正
額
に
差

が
あ
る
理
由
に
つい
て
。

答
弁　

歳
入
に
つ
い
て
は
、新

設
し
た
節
に一本
化
し
、歳
出

に
つ
い
て
は
既
設
の
節
に一
本

化
し
た
こ
と
に
よ
る
。

質
疑　
み
ず
ほ
千
年
の
湯
運

営
費
で
、昨
年
の
水
道
使
用

料
は
約
５
２
０
万
円

か
か
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、井
戸
の

設
置
に
よ
り
ど
の
程

度
軽
減
さ
れ
る
の

か
。

答
弁　
推
定
で
少
な

く
と
も
半
分
に
は
軽

減
さ
れ
る
。

質
疑　
汲
み
上
げ
た

水
を
一旦
タ
ン
ク
に
入

れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、当
初
予
算
の

段
階
で
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
か
。な
ぜ
直

接
施
設
へ
送
れ
な
い

の
か
。

答
弁　
当
初
は
汲
み

上
げ
た
水
を
直
接
施

設
へ
送
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、設
計
を
水
道

課
に
依
頼
し
協
議
を

重
ね
た
結
果
、水
が
逆
流
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、一
旦
タ

ン
ク
を
設
け
る
必
要
が
あ
る

と
の
指
導
に
基
づ
き
設
置
す

る
。

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
３
件
、と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
厚
生
　

原案可決

原案可決

原案可決

付　　託　　案　　件

県央県南広域環境組合の一部を変更する規約

平成24年度一般会計補正予算（第２号）案

平成24年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案

審議結果

雲仙市特設馬術競技場仮橋設置予定箇所 雲仙市食肉センター
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水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

質
疑　
最
終
的
に
欠
損
金
の

残
額
が
あ
る
と
き
は
、翌
事

業
年
度
へ
繰
り
越
す
と
な
っ

て
い
る
が
、そ
の
翌
年
度
以
降

も
欠
損
金
の
残
額
が
生
じ
た

場
合
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁　
毎
年
の
経
営
状
況
な

ど
を
勘
案
し
、今
後
欠
損
金

を
埋
め
る
こ
と
が
出
来
な
い

よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、料

金
改
定
も
考
慮
し
て
い
く
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）案
に
つ
い
て

質
疑　

新
規
就
農
総
合
支

援
事
業
の
対
象
で
あ
る
平
成

20
年
４
月
以
降
の
新
規
就
農

者
の
人
数
は
。

答
弁　

平
成
20
年
度
が
７

名
、平
成
21
年
度
が
４
名
、平

成
22
年
度
が
７
名
、平
成
23

年
度
が
10
名
、平
成
24
年
度

が
９
名
で
あ
る
。

質
疑　
新
規
就
農
者
の
旧
町

別
の
内
訳
は
。

答
弁　

国
見
町
が
10
名
、瑞

穂
町
が
５
名
、吾
妻
町
が
５

名
、愛
野
町
が
２
名
、千
々
石

町
が
７
名
、小
浜
町
が
４
名
、

南
串
山
町
が
４
名
で
あ
る

質
疑　
こ
の
新
規
就
農
者
の

決
定
は
いつ
に
な
る
の
か
。

答
弁　
市
の
認
定
農
業
者
審

査
会
で
確
認
の
上
、国
へ
進
達

し
、審
査
が
通
れ
ば
認
定
と

な
る
。第
１
次
と
し
て
調
書

が
出
来
た
分
を
９
月
に
進
達

す
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

意
見　

市
も
37
名
全
員
が

認
定
さ
れ
る
よ
う
に
指
導
し

て
欲
し
い
。

質
疑　

中
小
企
業
経
営
緊

急
安
定
化
対
策
事
業
に
お
い

て
、保
証
協
会
が
あ
る
の
に
、

市
が
補
償
金
を
支
出
す
る
理

由
は
何
か
。

答
弁　
こ
の
事
業
は
、リ
ー
マ

ン
シ
ョッ
ク
に
よ
る
貸
し
渋
り

な
ど
に
対
応
し
、県
の
貸
付

制
度
を
補
完
す
る
た
め
、平

成
21
年
度
に
限
定
し
た
緊
急

的
な
制
度
で
あ
る
。貸
し
倒

れ
が
発
生
し
た
場
合
、一
旦
、

保
証
協
会
が
１
０
０
％
代
位

弁
済
し
、そ
の
後
、費
用
の

80
％
が
保
険
で
賄
わ
れ
、４
％

が
市
の
負
担
、残
り
の
16
％
を

保
証
協
会
で
負
担
す
る
制
度

と
な
っ
て
い
る
。通
常
の
貸
付

制
度
で
は
、８
割
が
保
証
協

会
、２
割
が
金
融
機
関
の
負

担
と
な
る
が
、こ
の
事
業
は
金

融
機
関
の
リ
ス
ク
を
無
く
し
、

貸
付
を
し
や
す
く
す
る
た

め
、こ
の
よ
う
な
制
度
と
な
っ

た
。

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

質
疑　
こ
の
市
道
路
線
の
払

下
げ
を
す
る
場
合
、単
価
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答
弁　
市
の
財
産
評
価
委
員

会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

質
疑　
こ
の
市
道
は
も
う
既

に
隣
接
す
る
土
地
に
取
り
込

ま
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、ど
の

よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁　

以
前
は
約
１
０
０ｍ

が
道
路
、あ
と
は
山
林
の
状

態
と
な
っ
て
い
た
。隣
接
す
る

土
地
の
所
有
者
が
市
道
と
は

知
ら
ず
、そ
の
土
地
と
一
緒
に

整
地
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

質
疑　
そ
の
よ
う
な
状
態
で

あ
れ
ば
、こ
の
議
案
を
上
程

す
る
前
に
、そ
の
土
地
の
所
有

者
と
の
確
認
は
行
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁　
現
在
、杭
を
打
って
確

認
し
て
い
る
。

質
疑　
原
形
復
旧
の
指
導
は

行
って
い
る
の
か
。

答
弁　

以
前
は
山
林
状
態

で
、形
態
が
は
っ
き
り
し
な

か
っ
た
が
、市
道
と
し
て
通
れ

る
状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

過
去
の
写
真
に
よ
り
確
認
し

て
い
る
。
当
初

は
、原
形
復
旧

の
指
導
を
し
、

そ
の
後
、そ
の
隣

接
地
と
一
体
的

に
使
用
し
た
い

と
い
う
申
し
出

が
あ
っ
た
た
め
、

協
議
を
行
い
、

最
終
的
に
そ
こ

の
使
用
者
が
１

人
だ
け
で
あ
る

こ
と
、以
前
か
ら

道
路
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
半

分
以
上
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
、今
回
議
案
を
上

程
し
て
い
る
。

意
見　
道
路
関
係
者
の
同
意

が
取
れ
て
い
れ
ば
、問
題
は
な

い
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る「
地
方
財
源
を
確
保
・
充

実
す
る
仕
組
み
」の
構
築
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
つ

い
て

　

趣
旨
に
賛
同
で
き
る
と
し

て
採
択
し
、意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
３
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

原案可決

原案可決

原案可決市道路線の廃止について

平成24年度一般会計補正予算（第２号）案について

水道事業の剰余金の処分等に関する条例の制定について

審議結果付　　託　　案　　件

産
業
建
設

瑞穂町水道・下水道事業現地調査



町
田
議
員
　
日
本
の
農
業
従
事
者
は
65
歳
以

上
が
全
体
の
６
割
を
占
め
、高
齢
化
の
実
態

か
ら
し
て
も
、こ
の
事
業
は
当
を
得
た
政
策
だ

と
思
う
。青
年
農
業
者
の
声
に
も
、農
繁
期
な

ど
必
要
な
時
期
に
必
要
な
時
間
だ
け
農
作
業

を
手
伝
っ
て
く
れ
る
派
遣
制
度
、配
置
に
し
て

実
情
に
合
わ
せ
る
べ
き
と
思
う
が
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
農
援
隊
の
人
数

は
、現
在
不
足
し
て
い
る
。平
成
24
年
度
よ
り

新
生
農
援
隊
と
し
て
運
用
開
始
し
て
い
る
が
、

通
年
で
農
援
隊
の
人
を
確
保
す
る
の
は
難
し
い

部
分
も
あ
る
の
で
検
討
し
た
い
。

町
田
議
員　

農
家
の
方
か
ら「
機
械
購
入
代

の
支
払
い
で
困
っ
て
い
る
。何
名
か
で
の
共
同

購
入
は
使
う
時
期
が
一緒
で
難
し
い
」と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、農
業
機
械
を

レ
ン
タ
カ
ー
み
た
い
に
レ
ン
タ
ル
で
き
た
ら
、

経
営
コ
ス
ト
削
減
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
農
家
の
方
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

酒
井
部
長　

農
業
機
械
を
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る

業
者
は
、吾
妻
町
と
愛
野
町
の
２
業
者
だ
が
、

県
下
自
治
体
で
初
の
試
み
な
の
で
、農
家
の
方
へ

制
度
の
周
知
に
努
め
た
い
。

町
田
議
員　
国
は
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起

と
就
農
後
の
定
着
を
目
的
と
し
て
、経
営
が

不
安
定
な
就
農
直
後
、５
年
以
内
の
所
得
を

確
保
す
る
た
め
の
就
農
給
付
金
を
交
付
す

る
。新
聞
に
就
農
支
援
に
２
倍
の
応
募
、予
算

足
り
ず
と
出
て
い
た
が
、市
に
は
現
在
37
名
の

要
望
が
出
て
い
る
が
全
員
大
丈
夫
な
の
か
。

酒
井
部
長　

当
初
10
名
の
予
算
を
出
し
て
い

た
が
、調
査
の
結
果
37
名
と
な
っ
た
。県
か
ら
は

満
額
37
名
分
が
内
報
と
し
て
き
て
い
る
。但
し
、

37
名
は
ま
だ
審
査
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

町
田
議
員　

平
戸
市
で
は
、新
規
就
農
希
望

者
や
規
模
拡
大
を
望
む
農
家
を
対
象
に
、農

地
の
利
活
用
や
機
械
導
入
、定
住
支
援
な
ど

を
す
る
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
役
所
内
に
開

設
し
た
。雲
仙
市
の
考
え
は
。

酒
井
部
長　

雲
仙
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
窓
口
で
ほ
ぼ
足

り
る
。

　

た
だ
、定
住
に
つい
て
は
平
戸
市
の
よ
う
な
体

制
に
な
っ
て
な
い
の
で
、担
当
部
局
に
お
願
い
し

た
い
。
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一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

11名の議員が登壇し、市政に対する質問を行いました。
町田　康則………P11
町田　　誠………P12
平野　利和………P12
坂本　弘樹………P13
浦川　康二………P13
小畑　吉時………P14

大久保正美………P14
酒井　恭二………P15
森山　繁一………P15
上田　　篤………P16
小田　孝明………P16

市
の
農
業
政
策
は

一 般 質 問

町田　康則議員
まちだ　　　やすのり　　

小浜町　
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奥村市政のここが聞きたい

町
田
議
員　

計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
た
場

合
、市
の
対
応
と
合
わ
せ
市
民
へ
の
リ
ス
ク
軽

減
に
つ
い
て
尋
ね
る
。今
年
の
夏
も
記
録
的
な

猛
暑
の
た
め
多
く
の
方
が
体
調
を
壊
し
医
療

機
関
に
搬
送
さ
れ
熱
中
症
と
診
断
さ
れ
て
い

る
。計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
た
場
合
雲
仙
市

独
自
の
対
応
と
市
民
へ
の
リ
ス
ク
軽
減
に
つ
い

て
、市
の
説
明
で
は
計
画
停
電
除
外
が
公
立

新
小
浜
病
院
、愛
野
記
念
病
院
と
の
説
明
で

あ
っ
た
。ほ
か
に
電
気
を
必
要
と
す
る
施
設
、

個
人
住
宅
が
あ
る
と
思
う
が
。

奥
村
市
長　

計
画
停
電
に
備
え
私
を
本
部

長
、副
市
長
を
副
本
部
長
、全
部
局
長・総
合

支
所
長
を
本
部
員
と
す
る
警
戒
本
部
を
設
置

し
た
。市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
意
味
で
不
測

の
事
態
に
備
え
て
い
る
。病
院
等
を
始
め
と
す

る
命
を
守
る
機
関
の
対
応
に
対
し
て
は
最
大

限
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

近
藤
政
策
企
画
課
長　

計
画
停
電
に
な
っ
た

場
合
で
も
、本
庁
舎
や
警
察
、消
防
、２
次
対
象

の
医
療
機
関
な
ど
、今
回
計
画
停
電
除
外
区
の

根
拠
と
し
て
政
府
が
公
表
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
九
州
電
力
が
設
定
し
て
い
る
。

町
田
議
員　
人
工
呼
吸
器
、腹
膜
透
析
、た
ん

吸
引
な
ど
在
宅
療
養
の
方
の
把
握
は
し
て
る

の
か
。

菅
市
民
生
活
部
長　
訪
問
看
護
の
部
門
と
南

高
医
師
会
で
把
握
し
て
お
り
、情
報
を
共
有
し

て
い
る
。

町
田
議
員　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
制

度
を
利
用
し
電
力
事
業
が
注
目
し
最
近
で
は

大
気
中
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス

に
よ
り
地
球
温
暖
化
を
初
め
環
境
問
題
が
起

き
て
い
る
。買
い
取
り
価
格
が
安
定
し
て
い
る

期
間
内
に
市
内
に
巨
大
な
土
地
を
探
し
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
を
誘
致
す
る
考
え
は
な
い
か
。

奥
村
市
長　
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
等
々
も
含
め
て

活
用
で
き
な
い
か
現
地
等
の
視
察
を
し
て
い

く
。

平
野
議
員　
市
役
所
機
能
、周
辺
整
備
、総
合

支
所
の
計
画
は
。

奥
村
市
長　

吾
妻
庁
舎
及
び
千
々
石
庁
舎
を

有
効
活
用
し
、事
業
費
を
抑
え
今
年
度
中
に

策
定
す
る
。総
合
支
所
は
、既
存
の
施
設
を
前

提
に
交
流
が
で
き
る
よ
う
な
施
設
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
く
。

平
野
議
員　
本
庁
前
の
変
則
交
差
点
が
あ
る

が
、改
良
を
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

野
口
建
設
整
備
部
長　
国
道
と
市
道
交
差
点

を一つ
に
で
き
れ
ば一番
い
い
と
考
え
る
。

平
野
議
員　
市
民
の
皆
様
に
不
平
等
が
あ
る

が
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

奥
村
市
長　

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
体

制
を
敷
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

十
分
に
覚
悟
し
て
い
る
。

平
野
議
員　
教
育
委
員
会
と
し
て「
い
じ
め
」

の
定
義
と
は
ど
の
よ
う
に
持
っ
て
い
る
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
し
て
い
る
の
か
。

塩
田
教
育
長　
い
じ
め
と
は「
一
定
の
人
間
関

係
の
あ
る
者
か
ら
児
童・生
徒
が
心
理
的
、物

理
的
な
攻
撃
を
受
け
精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ

て
い
る
も
の
と
す
る
。」ア
ン
ケ
ー
ト
は
各
学
校

で
実
施
し
て
い
る
。

平
野
議
員　

雲
仙
市
に
て
い
じ
め
は
発
生
し

て
い
る
の
か
。

塩
田
教
育
長　

平
成
23
年
度
に
確
認
、認
知

し
て
い
る
数
は
小
学
校
３
件
、中
学
校
８
件
で

あ
る
。教
育
現
場
、家
庭
教
育
な
ど
、質
の
高
い

人
権
教
育
が
必
要
と
考
え
る
。

平
野
議
員　

市
が
運
営
を
し
て
悪
く
な
っ
た

と
聞
く
が
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

山
野
教
育
次
長　

平
成
26
年
度
に
は
、指
定

管
理
者
に
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
野
議
員　

千
年
の
湯
は
ど
う
考
え
る
の

か
。

山
野
次
長　
お
ら
が
温
泉
と
し
て
利
用
し
て

も
ら
い
、で
き
る
限
り
存
続
を
し
て
い
く
。

平
野
議
員　

国
保
税
が
上
が
ら
な
い
為
、ど

の
市
で
も
特
定
健
診
は
受
け
ら
れ
な
い
の
か
。

菅
市
民
生
活
部
長　

医
師
会
の
連
携
が
な
い

の
で
市
内
に
て
の
受
診
を
お
願
い
し
た
い
。

庁
舎
整
備
計
画
は

い
じ
め
問
題
は

県
央・島
原
地
域
広
域
圏
組
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
営
は

み
ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
営
は

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
対
策
は

ひらの　　　としかず　　

国見町　

平野　利和議員

まちだ　　　　 まこと　　
千々石町　

町田　　誠議員

今
後
の
電
源
対
策
は

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
誘
致
は



坂
本
議
員　
平
成
16
年
度
末
ま
で
に
法
定
外

公
共
物(

赤
道・青
道
等)

が
国
よ
り
市
町
村
に

無
償
譲
渡
に
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
箇
所
数

は
。

奥
村
市
長　

箇
所
数
は
里
道
約
３
万
箇
所
、

水
路
約
２
万
２
千
箇
所
あ
る
。

坂
本
議
員　

現
状
、機
能
喪
失
し
て
い
る
と

判
断
で
き
る
法
定
外
公
共
物
は
、分
断
し
て

払
い
下
げ
で
き
な
い
か
。

野
口
建
設
整
備
部
長　
払
い
下
げ
は
里
道・水

路
が
分
断
さ
れ
な
い
こ
と
、残
っ
た
水
路
に
支
障

が
な
い
こ
と
、行
き
止
ま
り・飛
び
地
に
な
ら
な

い
か
、残
す
必
要
が
な
い
か
等
の
要
件
を
審
査

し
て
お
り
、分
断
し
て
の
払
い
下
げ
は
現
段
階

で
は
難
し
い
。

坂
本
議
員　
ま
っ
た
く
影
も
形
も
な
い
水
路

で
自
治
会・近
隣
住
民・水
利
関
係
者
が
用
途

廃
止
を
承
諾
し
て
も
、水
路
の
中
途
の
払
い
下

げ
は
付
替
え
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、宅
地
に

水
路
が
あ
る
場
合
も
水
が
流
れ
な
く
て
も
水

路
を
造
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。市
民
に
無

駄
な
支
出
を
さ
せ
て
い
る
と
思
う
。緩
和
し

た
取
り
扱
い
は
で
き
な
い
か
。

野
口
部
長　

問
題
が
あ
る
の
は
把
握
し
て
い

る
。他
市
の
状
況
を
参
考
に
今
後
の
管
理
を
研

究
し
た
い
。

坂
本
議
員　
ト
ン
ス
ラ
ン
ス
菌
水
虫
が
柔
道・

レ
ス
リ
ン
グ
等
、肌
と
肌
が
接
す
る
ス
ポ
ー
ツ

に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。感
染

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、最
悪
の
場
合
を
想
定

し
、対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

山
野
教
育
次
長　
新
型
水
虫
の
感
染
防
止
を

含
め
た
衛
生
面
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、早
速

小
中
学
校・各
関
係
団
体
へ
周
知
を
図
る
。
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浦
川
議
員　

島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

は
、世
界
認
定
後
３
年
目
で
あ
る
が
、平
成
25

年
度
に
行
わ
れ
る
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
審

査
に
向
け
て
振
興
策
等
の
取
り
組
み
は
十
分

か
。

奥
村
市
長　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
審
査
を
受

け
る
た
め
、現
在
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
審
査

を
受
け
る
準
備
を
し
て
い
る
。ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、関
係
団
体

及
び
市
民
の
協
力
の
も
と
、島
原
半
島
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
の
基
本
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
確
実

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

浦
川
議
員　
昨
年
12
月
定
例
会
で
本
庁
庁
舎

の
整
備
工
程
は
、平
成
24
年
度
整
備
計
画
の

策
定
、25
年
度
に
工
事
設
計
、26
年
度
に
工
事

着
工
予
定
と
し
、総
合
支
所
庁
舎
は
、本
庁
庁

舎
と
併
せ
て
整
備
計
画
を
策
定
す
る
と
説
明

さ
れ
て
い
る
が
、計
画
の
進
捗
状
況
は
。

近
藤
政
策
企
画
課
長　

現
在
、庁
内
で
検
討

を
し
て
い
る
。今
後
の
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
、本
年
の
12
月
議
会
に
は
整
備
計
画

の
素
案
を
示
す
。

浦
川
議
員　
本
庁
庁
舎
の
増
築
場
所
は
市
役

所
敷
地
内
の
駐
車
場
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

庁
舎
整
備
と
並
行
し
て
、分
散
し
て
い
る
駐

車
場
の
集
約
化
の
検
討
を
提
案
す
る
。

浦
川
議
員　
埋
立
地
は
県
に
認
可
さ
れ
た
利

用
計
画
が
あ
る
が
、遊
休
地
と
判
断
し
企
業

誘
致
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。利
用
計
画
に

基
づ
く
整
備
が
出
来
な
い
理
由
は
何
か
。

奥
村
市
長　

基
本
的
に
は
財
政
問
題
だ
と

思
って
い
る
。

浦
川
議
員　
利
用
計
画
に
基
づ
く
整
備
の
検

討
で
所
要
経
費
は
。

野
口
建
設
整
備
部
長　

利
用
計
画
に
基
づ
く

整
備
費
用
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

浦
川
議
員　
利
用
計
画
に
基
づ
く
整
備
費
用

の
検
討
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
さ
れ
て
な
い
中

で
、整
備
は
財
政
的
に
厳
し
い
か
ら
出
来
な
い

と
の
理
由
は
市
民
に
理
解
を
得
る
こ
と
は
出

来
な
い
。埋
立
地
の
利
用
計
画
を
変
更
す
る

の
で
あ
れ
ば
、先
ず
は
地
元
住
民
に
説
明
し
、

同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
誘
致
で
電
磁
波
の
問
題
は
具
体

的
な
係
数
を
持
っ
て
説
明
し
地
元
住
民
の
同

意
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

法
定
外
公
共
物
の
払
い
下
げ
は

中
学
校
柔
道
履
修
時
の

　
　
　
　
　
　
衛
生
管
理
は

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
　
振
興
策
は

庁
舎
整
備
計
画
策
定
の

　
　
　
　
　
　
　
進
捗
状
況
は

牛
口
埋
立
地
の
企
業
誘
致
は

さかもと　　　ひろき　
国見町　

坂本　弘樹議員

付替え後の水路
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奥村市政のここが聞きたい

小
畑
議
員　
通
学
路
に
危
険
箇
所
が
数
多
く

あ
る
。住
民
か
ら
、何
年
も
整
備
の
要
望
が
さ

れ
て
い
る
の
が
、な
か
な
か
で
き
て
い
な
い
。

子
供
た
ち
や
住
民
の
安
全
を
早
く
守
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

奥
村
市
長　
４
月
に
全
国
各
地
で
登
校
途
中

の
子
供
た
ち
が
立
て
続
け
に
遭
っ
た
交
通
事
故

を
受
け
、本
市
で
も
５
月
に
通
学
路
の
安
全
点

検
な
ど
を
講
じ
る
よ
う
関
係
部
局
へ
指
示
し

た
。こ
れ
ま
で
に
警
察
署
、県
及
び
国
土
交
通

省
な
ど
の
協
力
で
、通
学
路
安
全
点
検
調
査
会

議
を
３
回
開
催
し
、あ
わ
せ
て
通
学
路
危
険
箇

所
の
合
同
点
検
を
実
施
し
た
。

　

市
と
し
て
も
、登
下
校
も
含
め
て
児
童・生

徒
の
安
全
確
保
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
第
一に
、

対
策
を
立
て
て
い
き
た
い
。

塩
田
教
育
長　

以
前
か
ら
学
校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

と
の
連
携
の
も
と
で
、通
学
路
等
の
点
検
を
実

施
し
て
い
る
。先
般
、事
故
の
連
続
発
生
を
受

け
、改
め
て
市
内
全
て
の
学
校
で
、職
員
と
保
護

者
が
連
携
し
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
点
検
し

た
。

　

そ
の
報
告
に
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
年
次
的

な
改
良
を
予
定
し
て
い
る
と
聞
く
。

　

教
育
委
員
会
は
、今
後
も
関
係
機
関
等
と

連
携
を
密
に
図
り
、短
期
的・中
長
期
的
視
野

に
立
っ
た
改
善
を
図
り
た
い
。

小
畑
議
員　
住
民
ま
た
は
子
供
た
ち
が
安
心・

安
全
で
通
れ
る
道
を
確
保
す
る
よ
う
強
く
要

請
す
る
。

小
畑
議
員　
漁
港
に
か
な
り
廃
船
が
放
置
し

て
あ
る
が
、処
理
す
る
場
合
、補
助
が
で
き
な

い
か
。

奥
村
市
長　

島
原
半
島
３
市
に
お
い
て
雲
仙

市
の
み
が
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る

た
め
、相
談
し
て
い
き
た
い
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　

漁
獲
量
の
減

少
、魚
価
の
安
値
な
ど
、経
営
上
非
常
に
厳
し
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。来
年
度
に
向
け
て
、協

議
を
し
な
が
ら
研
究
検
討
し
た
い
。

町
田
副
市
長　

長
崎
県
の
市
長
会
に
お
い
て

も
、こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。本
市

も
含
め
、県
内
で
は
大
変
な
量
の
廃
船
が
あ
る

た
め
、他
市
と
も
連
携
し
、国
県
へ
提
言
し
て
い

き
た
い
。

小
畑
議
員　
市
の
責
任
も
問
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、漁
業
組
合
な
ど
と
も
相
談
し
、

強
く
要
請
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、漁
網
の
廃
棄
に
対
す
る
補
助
が
で
き
な

い
か
。

酒
井
部
長　
漁
協
が
事
業
主
体
で
あ
る
が
、市

単
独
の
漁
網
の
廃
棄
の
補
助
制
度
が
あ
る
。

た
だ
、あ
ま
り
活
用
が
な
い
た
め
、今
後
、漁
協

な
ど
を
通
じ
、漁
業
者
に
も
周
知
を
図
り
た

い
。

農
振
除
外
は

農
振
の
小
委
員
会
の
あ
り
方
は

学
校
教
育
は

市
内
危
険
箇
所
は

廃
船
及
び
漁
網
処
理
補
助
は

おおくぼ　　まさみ　　
吾妻町　

大久保正美議員

大
久
保
議
員　
特
に
本
庁
舎
周
辺
の
農
振
除

外
に
つ
い
て
雲
仙
市
の
色
々
な
物
事
の
拠
点

と
な
る
本
庁
舎
の
位
置
が
決
定
し
た
こ
の
機

会
に
、本
庁
舎
周
辺
の
新
た
な
町
づ
く
り
を

市
の
政
策
と
し
て
県
へ
農
振
除
外
を
申
し
出

る
べ
き
で
あ
る
。

奥
村
市
長　

農
振
法
等
で
農
振
除
外
は
難
し

い
。民
間
の
方
々
に
声
を
出
し
て
頂
き
た
い
。

大
久
保
議
員　
農
振
法
等
が
あ
る
か
ら
民
間

や
個
人
で
は
な
か
な
か
出
来
な
い
。(

今
ま
で

も
個
人
で
農
振
除
外
申
請
し
て
も
通
っ
て
い

な
い)

　
旧
吾
妻
町
役
場
も
圃
場
整
備
地
区
に
建
て

て
い
る
。圃
場
整
備
が
さ
れ
て
か
ら
約
30
年
、

時
代
も
変
わ
り
事
情
が
変
わ
れ
ば「
時
の
市

長
」は
そ
の
機
会
を
逃
さ
ず
対
応
し
て
行
く
べ

き
で
あ
る
。ど
こ
の
町
や
市
を
見
て
も
庁
舎
周

辺
は
民
家・店
舗
等
が
立
ち
並
び
賑
や
か
で
便

利
に
な
る
も
の
だ
。そ
う
な
れ
ば
若
者
の
雇
用

も
生
ま
れ
人
口
も
増
え
る
。

　
地
元
の
代
表・民
間
の
代
表
と
し
て
議
会
で

言
っ
て
い
る
。ま
た
、農
振
除
外
に
お
金
は
か

か
ら
な
い
。

奥
村
市
長　
ま
ず
は
、大
久
保
議
員
が
先
頭
に

な
っ
て
そ
の
声
を
都
市
計
画
の
中
に
編
入
で
き

れ
ば
農
振
除
外
申
請
で
き
る
。

大
久
保
議
員　

昨
年
、小
委
員
会
の
委
員
に

選
任
さ
れ
た
旨
の
委
嘱
状
を
今
だ
交
付
し
て

い
な
い
。こ
の
事
務
手
続
の
怠
慢
、一事
が
万
事

と
言
う
言
葉
が
あ
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。人
は
間
違
う
事
も
あ
る
が
、行
政
は
そ
の

間
違
い
が
無
い
よ
う
に
何
段
階
に
も
決
裁
が

あ
る
は
ず
だ
が
。

奥
村
市
長　

極
め
て
不
適
切
で
大
変
申
し
訳

な
い
。

境
川
副
市
長　
姿
勢
を
正
し
て
参
り
た
い
。

酒
井
部
長　
全
く
弁
解
の
余
地
も
な
い
。チェッ

ク
体
制
を
充
実
さ
せ
る
。

大
久
保
議
員　
あ
っ
て
は
な
ら
な
い「
い
じ
め

問
題
」を
現
場
の
先
生
は
じ
め
市
民
み
ん
な
で

考
え
る
為
に
、「
い
じ
め
防
止
条
例
の
制
定
」

を
す
べ
き
。

奥
村
市
長　

条
例
制
定
を
提
案
し
た
い
と
思

う
。

大
久
保
議
員　

校
内
生
活
に
お
い
て
遠
足
の

弁
当・修
学
旅
行
の
部
屋
割
り
等
自
由
に
と
言

う
と
聞
こ
え
は
良
い
が
、仲
間
は
ず
れ
の
原
因

に
も
な
る
。こ
の
点
も
考
慮
し
た
校
内
生
活
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
も
検
討

す
べ
き
。

塩
田
教
育
長　

調
査
内
容
も
工
夫
し
て
実
施

し
た
い
。

おばた　　　よしとき　
国見町　

小畑　吉時議員



酒
井
議
員　
市
は
、太
陽
光
発
電
、再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
、ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

奥
村
市
長　

地
球
温
暖
化
対
策
、節
電
対
策

と
な
り
、導
入
補
助
を
実
施
し
、積
極
的
に
推

進
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、平
成
33
年
度
の
設

置
普
及
率
10
％
を
目
指
し
て
い
る
。

酒
井
議
員　

積
極
的
に
推
進
す
る
に
は
、採

算
が
取
れ
る
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、前
回
の
質
問
の
際
の
答
弁
で
、総
務

部
長
は
、太
陽
光
発
電
の
投
資
の
回
収
期
間

を
、80
年
と
答
え
た
が
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
買
取
制
度
活
用
で
、回
収
期
間
は
ど
う

な
る
と
の
考
え
か
。

菅
市
民
生
活
部
長　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
普
及
、

増
産
に
よ
り
、価
格
が
下
が
り
、10　
８
０
０
万

円
で
、21
年
間
と
算
定
さ
れ
る
。

酒
井
議
員　
現
在
は
、価
格
は
 
当
た
り
、40

万
円
前
後
だ
と
思
う
。だ
か
ら
、各
地
で
市
民

を
巻
き
込
ん
だ
色
々
の
試
み
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、本
市
で
取
り
組
む
考
え
は
。

奥
村
市
長　

不
確
定
要
素
も
あ
り
、検
討
に

値
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、結
論
を
出
せ
な
い
。

酒
井
議
員　
こ
れ
か
ら
財
源
不
足
を
心
配
さ

れ
て
い
る
が
、合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
、市

が
太
陽
光
発
電
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
も
可

能
と
思
う
が
。

奥
村
市
長　

新
し
い
財
源
確
保
の
目
的
と
し

て
、目
的
に
な
り
得
る
の
か
を
含
め
て
検
討
す

る
。

酒
井
議
員　

次
期
衆
議
院
選
挙
へ
の
市
長
の

立
候
補
の
意
思
は
あ
る
の
か
。

奥
村
市
長　

現
時
点
で
は
、意
思
は
ま
だ
な

い
。

酒
井
議
員　

将
来
、出
馬
の
可
能
性
が
あ
る

の
か
。自
身
の
将
来
の
目
標
は
な
い
の
か
。

奥
村
市
長　

目
指
し
て
達
成
で
き
る
わ
け
で

は
な
く
、開
け
て
く
る
展
望
に
、順
応
で
き
る
状

態
で
あ
り
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

酒
井
議
員　

場
当
た
り
的
な
考
え
の
よ
う
に

思
え
る
が
。

奥
村
市
長　
決
し
て
場
当
た
り
的
で
な
い
。

酒
井
議
員　
来
年
の
市
長
選
に
出
る
意
欲
は

あ
る
の
か
。

奥
村
市
長　
日
々
、自
分
の
仕
事
を
着
実
に
こ

な
し
、支
持
を
頂
け
る
よ
う
な
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

酒
井
議
員　
私
は
、市
長
に
は
、雲
仙
市
長
の

職
に
骨
を
埋
め
る
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。理
由
は
、去
年
の
12
月

の
雲
仙
市
庁
舎
の
位
置
の
変
更
を
提
案
さ
れ
、

変
更
さ
れ
た
か
ら
で
、市
長
に
は
、市
長
が
描

く
雲
仙
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
の
責

任
が
あ
る
と
思
う
が
。

奥
村
市
長　
指
摘
は
重
く
受
け
止
め
、昨
年
の

決
断
を
、私
の
政
治
生
命
を
通
じ
て
、私
の
責

任
と
し
て
背
負
って
い
く
つ
も
り
だ
。

森
山
議
員　
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
、県
央
消
防
本
部
、諫
早
消
防
署
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
内
容
と
、南
串
山
町

の
救
急
車
の
遅
延
の
解
消
に
向
け
た
取
組
は
。

奥
村
市
長　

市
も
救
急
体
制
の
充
実
は
担
当

部
局
よ
り
県
央
広
域
組
合
に
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
。私
自
身
も
県
央
広
域
組
合
に
早

急
な
整
備
を
お
願
い
し
て
い
る
。

菅
市
民
生
活
部
長　

県
央
消
防
本
部
、諫
早

消
防
署
の
新
庁
舎
は
諫
早
市
鷲
崎
交
差
点
付

近
に
現
在
諫
早
市
が
造
成
工
事
を
行
っ
て
い

る
。

森
山
議
員　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、国
見
町
の
北
分
署
の
建
設
予
定
が
あ

る
が
、市
と
し
て
の
検
討
、対
策
は
。

菅
部
長　
市
の
担
当
で
候
補
地
の
選
定
を
行
っ

て
い
る
。今
後
は
庁
舎
建
設
用
地
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、候
補
地
の
選
定
に
か
か
り
、10

月
頃
を
目
途
に
選
定
を
進
め
る
。

森
山
議
員　
現
在
旧
５
町
が
県
央
広
域
圏
組

合
、旧
２
町
が
島
原
広
域
圏
組
合
へ
加
入
し
て

い
る
。市
と
し
て
２
つ
の
組
合
に
加
入
し
て
い

る
為
に
、都
合
が
悪
い
面
も
あ
る
と
思
う
が
、

市
と
し
て
の
方
向
性
は
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
か
。

奥
村
市
長　
県
内
一本
化
、県
央
広
域
組
合
と

島
原
広
域
組

合
の
合
併
あ

る
い
は
再
編

成
等
も
視
野

に
入
れ
て
取

り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
課
題

で
あ
り
、今
後

一
定
の
方
向
を

示
せ
る
よ
う

研
究
を
重
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
。

森
山
議
員　
各
総
合
支
所
へ
の
道
路
等
、市
民

か
ら
の
要
望
、意
見
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

総
合
支
所
長　

随
時
、寄
せ
ら
れ
る
要
望
、意

見
等
は
箇
所
に
出
か
け
緊
急
を
要
す
る
か
判

断
し
配
当
替
え
予
算
内
の
範
囲
内
で
対
応
し

て
い
る
。多
額
の
予
算
が
必
要
な
箇
所
は
本
庁

と
協
議
し
て
対
応
し
て
い
る
。
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消
防
行
政
を
問
う

各
総
合
支
所
の
市
民
の
要
望
等

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
対
応
は

太
陽
光
発
電
の
普
及
促
進
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
方
は

次
期
衆
議
院
選
挙
へ
の
対
応
は

さかい　　　きょうじ　　
南串山町　

酒井　恭二議員
KW

KW

もりやま　　　しげいち　　
　国見町　

森山　繁一議員

北分署



奥村市政のここが聞きたい
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の

　
　
　
　
　
経
済
効
果
は
10
倍

建
設
業
は
地
域
に
な
く
て
は

　
　
　
　
な
ら
な
い
重
要
な
産
業

学
校
の
調
査
で
は
11
件
の
い
じ
め

上
田
議
員　
い
じ
め
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、市
内
の
学
校
で
は
ど
う
か
。

塩
田
教
育
長　
平
成
23
年
度
は
、小
学
校
で
３

件
、中
学
校
で
８
件
、合
計
11
件
と
い
う
調
査

結
果
だ
。

上
田
議
員　
い
じ
め
を
起
こ
さ
せ
な
い
、早
期

解
決
の
方
策
は
あ
る
か
。

奥
村
市
長　
児
童・生
徒
の
発
す
る
小
さ
な
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
個
人
面
談
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

上
田
議
員　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
、ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、訪
問
指
導
員
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

山
野
教
育
次
長　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、授

業
の
補
助
や
図
書
館
教
育
の
充
実
を
図
る
。ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
県
の
事
業
で
、市
に
３

名
配
置
さ
れ
、子
ど
も
や
保
護
者
の
相
談
を
受

け
る
。訪
問
指
導
員
は
１
名
で
、不
登
校
の
子

を
訪
問
す
る
、な
ど
を
し
て
い
る
。

上
田
議
員　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、仕

事
が
多
く
て
た
い
へ
ん
と
い
う
話
も
聞
く
が
。

山
野
教
育
次
長　

確
か
に
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
る
が
、工
夫
を
し
て
や
って
も
ら
って
い
る
。

上
田
議
員　
「
住
宅・店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急

支
援
事
業
」の
実
績
、経
済
波
及
効
果
は
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
８
月
31
日
現

在
、申
請
件
数
は
１
８
６
件
、交
付
決
定
額
は

２
５
３
２
万
円
、総
事
業
費
は
２
億
３
６
０
０
万

円
で
あ
る
。直
接
的
な
経
済
効
果
は
10
倍
弱

で
、産
業
連
関
表
を
使
う
と
18
倍
程
度
で
あ

る
。

上
田
議
員　

市
の
制
度
内
容
は
他
市
と
比
べ

て
も
優
れ
て
い
る
と
思
う
。ぜ
ひ
、来
年
も
継

続
し
て
も
ら
い
た
い
。

奥
村
市
長　

効
果
は
表
れ
て
い
る
の
で
、努
力

し
た
い
。

上
田
議
員　

建
設
業
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
、災

害
復
旧
な
ど
か
ら
し
て
、地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
産
業
だ
。建
設
業
者
の
団
体
で
、雲
仙

市
災
害
連
絡
協
議
会
が
あ
る
が
、市
長
は
そ

の
集
ま
り
に
は
参
加
し
な
い
の
か
。

奥
村
市
長　
日
程
が
合
え
ば
出
席
し
た
い
。

上
田
議
員　
こ
の
業
界
に
限
ら
ず
市
長
は
直

接
出
向
い
て
業
者
の
苦
労
話
な
ど
も
聞
く
べ

き
だ
。

農
商
工
連
携
事
業
の

　
　
　
　
　
　
実
積
報
告
は

小
田
議
員　
平
成
22・23
年
度
市
農
商
工
連
携

事
業
に
３
件
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

①
吾
妻
町
の
柿
田
フ
ァ
ー
ム
と
吾
妻
の
里（
平

成
22
年
度
認
定
）

②
小
浜
町
の
丸
宮
青
果
㈱
と
み
や
も
と
農
園

と
愛
野
町
の
農
家
山
崎
さ
ん（
平
成
22
年
度

認
定
）

③
小
浜
町
の
小
浜
食
糧
㈱
と
J
A
い
ち
ご
部

会
北
串
支
部・小
浜
支
部（
平
成
23
年
度
認
定
）

以
上
３
件
の
実
積
は
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
①
吾
妻
町
の
養

豚
業
と
、同
町
の
食
品
製
造
販
売
業
者
が
精
肉

加
工
販
売
会
社
を
設
立
し
、雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
の

「
雲
仙
あ
か
ね
豚
」を
材
料
と
し
て
、コ
ロッ
ケ
や

ハン
バ
ー
グ
、ギ
ョ
ウ
ザ
等
に
加
工
し
、店
頭
販
売

や
ホ
テ
ル
、病
院
及
び
飲
食
店
へ
販
売
し
て
い

る
。（
平
成
22
年
11
月
か
ら
平
成
23
年
７
月
ま

で
の
豚
肉
仕
入
額
約
９
８
８
万
円
、売
上
額
約

１
８
５
１
万
円
）

②
小
浜
町
の
食
品
製
造
会
社
と
同
町
の
農
園

及
び
愛
野
町
の
農
家
が
連
携
し
、枝
豆・イ
ン
ゲ

ン
を
加
工
し
冷
凍
野
菜
と
し
て
、県
外
学
校
給

食
会
や
業
務
用
食
品
卸
売
会
社
へ
販
売
し
て
い

る
。（
平
成
22
年
９
月
か
ら
平
成
23
年
８
月
ま

で
の
イ
ン
ゲ
ン
仕
入
額
１
１
３
万
円
、売
上
額
約

２
０
７
万
円
）

③
小
浜
町
の
菓
子
製
造
会
社
と
同
町
内
の
Ｊ

Ａ
い
ち
ご
部
会
北
串
支
部・小
浜
支
部
が
連
携

し
、冷
凍
乾
燥
し
た
い
ち
ご「
さ
ち
の
か
」を
材

料
と
し
て
、年
中
提
供
で
き
る
新
商
品
を
開
発

し
販
売
し
て
い
る
。（
平
成
23
年
９
月
か
ら
平

成
23
年
12
月
ま
で
の
い
ち
ご
仕
入
額
約
69
万

円
、売
上
額
１
２
９
６
万
円
）

小
田
議
員　

商
工
労
政
課
の
所
管
事
業
に
、

補
助
金
を
交
付
後
、返
還
命
令
で
市
と
訴
訟

に
な
っ
て
い
る
事
業
が
あ
る
。

　

農
商
工
連
携
事
業
は
事
業
費
の
７
割
、７
０

０
万
円
を
限
度
に
補
助
し
て
い
る
。

　

平
成
22・23
年
度
こ
の
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
で
は
、市
に
事
業
者
が
事
業
の
実
績
や
状

況
を
報
告
す
る
定
め
が
な
い
。市
は
補
助
金

の
目
的
に
沿
っ
て
事
業
が
実
行
さ
れ
る
た
め

に
も
、実
績
や
状
況
報
告
を
求
め
る
べ
き
と
思

う
が
。

奥
村
市
長　
必
要
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
の
で
検

討
し
た
い
。

他
の一般
質
問
事
項

◎
市
有
財
産
の
活
用
等
に
つい
て

議員
うえだ　　　　あつし　　

瑞穂町　

上田　　篤

おだ　　　　こうめい　　
国見町　

小田　孝明議員
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　７月17日（火）市役所３階委員会室に於いて、雲仙市議会議員研修会を開催しました。

　講師に全国市議会議長会法制参事・本橋謙治氏を招き、①議会運営の留意点につい

て、②政務調査費の現状（判例）等について講演をいただきました。

　議会運営の留意点については、主に議会運営委員会の役割などについて説明があり

ました。

　政務調査費においては、その性質、

使い方等、全国のいろんな事例を紹

介しながら詳しく説明がありました。多

くの議員から質問なども出て、大変有

意義な研修会でした。

　８月24日（金）対馬市の対馬交流センターで開催された長崎県市議会議長会研修会に

雲仙市議会から21名出席しました。

　講師の総務省自治財政局長・椎川忍氏が「あるものを生かす地域力創造」をテーマに、

全国のいろんな事例を紹介しながら講演をされました。

　その中で今注目の再生可能エネル

ギー全量買取制度が地方にとって有

意義で、活用すべき制度であること

等、多くの示唆を受け、今後の雲仙市

の政策に反映できる研修でありまし

た。

雲仙市議会議員研修会

長崎県市議会議長会研修会報告報告

報告報告
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総務常任委員会行政調査報告
　平成24年10月２日～４日、総務常任委員７名参加にて実施。兵庫県篠山市、岡山県赤磐市及び真庭市にて、「本庁及び支
所機能と組織体制について」を調査項目とし、３市それぞれの合併当初から現在までの経緯、更に今抱える課題並びに今後
の支所体制のあり方について調査研修した。
　３市のいずれの市においても、厳しい財政状況を抱え、支所等の統廃合も見据えながらも、地域密着型行政に取り組まれて
いた。本委員会でも、市民に密着したきめ細かいサービスができるような本庁・支所の組織・機能、行財政改革について検討し
ていきたい。

篠山市 赤磐市 真庭市

合併概要

合併時

現　在

本　庁

支　所

組　織

調
　
査
　
事
　
項
　
等

人
　
口
　面　　積

平成11年４月１日 平成17年３月７日 平成17年３月31日

４町合併 ４町合併 ５町４村合併

４７，６３４人 ４５，６２４人 ５４，１５０人

４４，３４６人 ４４，９６１人 ４９，９９５人

約３７７㎢ 約２０９㎢ 約８２８㎢

【本庁と支所の関係】

【支所】

【組織改革】 【組織改革】

【支所長の権限等】

【本庁の役割】【所轄事務】

【支局の役割】

【現体制の課題】

•  全職員が本庁に収容不能（教育
   委員会を分庁）
•  本庁と５支所
   支所は窓口サービスを充実

• 本庁業務と支所業務の重複を避
　け、本庁集約を進める
•   集約的業務は本庁権限

•  行政サービスの向上（分室の設置）
•  本庁とのネットワーク（地域イントラ）
•   支所業務を窓口サービスに縮小

•  支所長廃止、住民課に統括（支所 
　：係長配置）
　職員削減：686人から451人
　副市長２人から１人体制

• 管理機能・政策立案機能・総合調
　整機能・対外的折衝機能・地域支
　援機能

•   災害等緊急対応業務
•   地域まちづくり事業
•   分権的業務権限は支所
•   本庁との協力体制

•  住民福祉（窓口、収納）
•   総務企画（維持管理、災害対策）
•  産業建設（道路、河川、水道維　
　持管理）

•  基本理念は地域密着型行政
• 行政経営能力向上と職員削減の
　二律背反
•   職員削減：963人から763人
 •   副市長１人

•    本庁、3支所、2出張所から1出張
　所廃止、1出張所の一部を本庁
　管轄に
•　職員削減：599人から555人
•   副市長１人

※各市の状況

議会用語解説

発議…地方議会においては、地方公共団体の長、議員及び委員会に提案権が認められて
おり、議会で審議される議案のほとんどが市長から提出されるものである。それに対し
議員もしくは委員会から提出される議案について、雲仙市では区別して発議という。

意見書…地方公共団体の公益に関する事件に関し、議会が地方公共団体の機関として
の議会の意思を意見としてまとめた文書のことで、これを国会又は関係行政庁に提出す
ることができる。

真庭市研修の様子 真庭市役所１階ロビー
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平成２４年８月12日（日）に雲仙市議会議場において、「第２回雲仙市中学生議会」が開催されました。
市内中学校から選ばれた合計２５名の中学生議員が、奥村市長に対し一般質問を行いました。

中学生の思いを市政へ中学生の思いを市政へ
　　　　　　　　《千々石中学校》
　（木野村陽議員、奥野拓磨議員、田中里奈議員）
○道路の白線の書き直しはできませんか。

○帰りが遅くなるので街灯をつけてほしい。

○商店街の中には営業していない店もあるが、営業　

　復帰のために何か対策をとってほしい。

　　　　　　　　　《瑞穂中学校》
　（本多優志議員、中峯栞議員、酒井大貴議員）
○部活などで中学生が公共施設を使う場合、料金はど
　うなっていますか。無料にすることはできませんか。
○福祉を充実して雇用を増やし、魅力的な街にできな
　いでしょうか。

　　　　　　　　《北串中学校》
　（川上祐佳議員、宅島菜月議員、笹田明時議員）
○５年後、10年後の生徒数を教えてください。

○これまでの少子化対策と成果を教えてください。

○学校選択が始まった時期と、制度のプラス面、マ　

　イナス面を教えてください。

　　　　　　　　《愛野中学校》
　（石丸将平議員、中司浩太議員、寺尾圭太議員）
○ゴミを捨てさせない、放置させない工夫はありま　
　すか。
○特産品のコマーシャルに長崎県出身のタレントを　
　出演してもらってはどうですか。
○どんな海外交流を行っていますか。中学生が参加　
　する機会はありますか。

　　　　　　　　《国見中学校》
　（久保田諭議員、辰田千夏議員、中村竜之介議員）

○電力不足が見込まれていますが、雲仙市がどのよ　

　うな対策を行っているか教えてください。（市民向　

　け・市役所・公共施設等の対策）

　　　　　　　　　《小浜中学校》
　（森﨑極斗議員、森本岳議員、草野花恋議員）
○小浜町の埋立地に文化・体育館などの多目的複　
　合施設を造るべきと考えます。部活の練習会場も　
　なく、試合も実施できない現状です。
○温泉資源を生かした地熱バイナリー発電の施設　
　を造ってはどうでしょうか。

　　　　　　　　　《南串中学校》
　（辻太郎議員、山下恭彬議員、井上真徳議員）
○災害時の救援物資や電気などはどうなってい　　
　ますか。われわれ生徒は何をすればいいですか。
○南串山町のじゃがいも、棚田、小豆島との交流な　
　ど特徴を生かし、観光客を増やす事業を興してほ　
　しい。

　　　　　　　　《吾妻中学校》
　（豊田翔議員、城戸公平議員、林亜美議員）
○雲仙市へ人を集めるために、やっていることはあ　
　りますか。
○新しく働ける場所の提供のために、やっているこ　
　とはありますか。
○学校や企業の誘致をしてほしい。

中学生議員のみなさん

議長を務めた古川詩音さん（瑞穂中学校）
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平成24年第４回雲仙市議会
定例会会期予定

会期11月29日（木）～12月19日（水）（21日間）

31

24

11

1

31

11月29日

12月　1日

6日

　　12日

　　11日30日

2日

3日

4日

5日

7日

8日

9日

12月10日

13日

14日

17日

16日

15日

18日

19日

議案質疑、委員会付託

委員長報告
質疑・討論・採決
閉会

委員会予備日

委員会予備日

委員会予備日

※この日程は予定であり、市政一般質問者数などにより変わることもあります。

木

金

月

火

火

水

木

金

土

土

日

日

水

木

金

月

月

火

水

土

日

議案調査日（全員協議会）

開会・議長報告・市長報告
議案上程・提案理由説明

委
員
長
　
　
上
田
　
　
篤

副
委
員
長
　
浦
川
　
康
二

委
員
　
　
　
中
村
　
一 

明

　
　
　
　
　
岩
下
　
　
勝

　
　
　
　
　
町
田
　
康
則

　
　
　
　
　
平
野
　
利
和

　
　
　
　
　
酒
井
　
恭
二

　
　
　
　
　
坂
本
　
弘
樹

　
　
　
　
　
林
田
　
哲
幸

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

付託案件審査
（産業建設常任委員会）

付託案件審査
（文教厚生常任委員会）

付託案件審査
（総務常任委員会）

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

休　会

休　会

休　会

休　会

休　会

　

平
成
24
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
議
案
を
慎

重
に
審
議
し
た
結
果
を
市
民
皆
様
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、議
会
だ
よ
り
を
編
集
い
た
し
ま
し

た
。

　

市
民
皆
様
に
読
み
や
す
い
よ
う
に
心
懸
け
た
つ

も
り
で
あ
り
ま
す
が
、お
気
付
き
の
点
あ
り
ま
し

た
ら
、議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

市
民
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
て
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
議
会
の
焦
点
は
、議
員
定
数
の
削
減
を
大
多

数
の
議
員
賛
成
に
よ
り
可
決
。身
を
切
る
改
革
が

実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
活
動
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
野
利
和
）
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	議会だより17P
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